
（平成30年度～令和2年度）

東京農業を応援したい気持ちがここにある！

東京農業の支え手育成支援事業
報 告 書
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日本の農業は従事者の高齢化や後継者の不足等による農地の遊休化・低利用化が問題となっていますが、世界的な大都
市東京で展開する「東京農業」を取り巻く状況もその例外ではありません。 

このような状況・課題に対応するため、公益財団法人東京都農林水産振興財団は平成３０年度より東京の農業者を支援
する「支え手」を募集し派遣する取り組みとして、「東京農業の支え手育成支援事業（東京都委託事業）」をおこなってきました。 

都市農業を応援してくださる都民の皆様、実際に農地に足を運び農業者のサポートをおこなう援農ボランティアの皆様、
この気持ちを受け止めて日々農業経営に励まれる皆様の力が結集し、東京の農業と農地が確実に次世代に受け継がれ、新
鮮で安全な農畜産物と農地の緑が都民生活に潤いと安らぎを与えることにつながっています。

この冊子では、都市農業の魅力と価値を直に感じながら活躍される広域援農ボランティアの様子など、農業経営者のサポー
トに係る取り組みをご紹介いたします。

はじめに

目次

農作業受託組織の実態調査（平成３０年度～令和２年度実施）……………………112

都内区市町村における援農ボランティア制度の調査（平成３０年度実施）…………26

都内区市町村における援農ボランティア制度の取組計画調査（平成３０年度実施）… 27

参考/財団事業紹介…地域援農ボランティアとボランティア養成中央研修（東京の青空塾）…28
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広域援農ボランティア制度1

（公財）東京都農林水産振興財団が東京都から委託を受けておこなった東京農業の支え手育成支援事業では、農業者の
高齢化や担い手不足等から起こる低利用農地の発生を防ぎ、東京の農業を守ることを目的として、地域の枠を越えて参加
できる広域援農ボランティアの登録・派遣を実施してきました。ここでは、平成３０年度から実施してきた広域援農ボランティ
アのしくみ・特徴や実績を紹介します。

ボランティア
受入農家

広域援農ボランティア
（webサイトで登録）

❶ 募集情報入力
　 （webサイト）

（公財）
東京都農林水産
振興財団

webサイト

webサイト運営
・情報管理
・webページ作成
・派遣調整

❹ 参加ボランティア名通知（メール）

❷ webサイトから
　 申込み

❸ 参加確定通知
　 農地へのアクセス案内
　 （Eメール等）

❺ ボランティア
　　参加・受け入れ

❶ 募集情報入力 ❷ 参加希望 ❸ 参加確定 ❹ 参加者名通知 ❺ ボランティア活動

農家がwebサイト
に情報入力。
財団がwebサイト
の募集情報を
編集 

ボランティア
webサイトから
申し込み（入力）

メール
ボランティア宛
【参加確定】 
6/4（土）　
9：00～11：30

農家宛
【参加者名通知】
6月4日（土）
9：00～11：30 
○○様　□□市
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… ボランティアの登録……

平成３０年度まで…ボランティア登録希望者はメールで財団に申込み
令和元年度以降…新規開設した「とうきょう援農ボランティアwebサイト」の登録フォームにより広域援農ボランティア登録
登録要件は、「ボランティア活動に理解があり、農家の指導に従って農作業の手伝いができる高校生以上の方（経験不問）」

… 受入農家の登録

とうきょう援農ボランティアwebサイト、区市町村、農業改良普及員、ＪＡ等の協力により制度を周知
援農ボランティアの受入を希望する農家を事務局が訪問。援農制度を説明して受入れ農家登録の申し込みを受け付け

ボランティア登録

ボランティア
登録フォーム

受入農家
登録フォーム
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… 登録会員のボランティア参加申込み

… ボランティアの派遣決定……

webサイトから参加申込みが有ったボランティアには、参加確定メールを送付
受入れ農家には参加者名をメールで通知

… ボランティア活動……

参加を申し込んだ日にボランティアが農家を訪問し、農家の指示のもと農作業に従事する。

募集情報

ボランティア
応募フォーム

タマネギの定植 ナスの出荷調製 カボチャ苗の定植
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… ボランティア登録・派遣状況

①……平成30年4月～令和２年12月末までの…
ボランティア登録数及び派遣回数の推移

H30年度 R元年度 R2年度

派遣回数 575 976 1,377

新規登録人数 80 314 426

男性 32 104 167

女性 48 210 239

性別回答なし 0 0 20

受入農家数 16 24 33

②……新規登録したボランティアの年代別・性別円グラフ

③……新規登録したボランティアの年代別割合の変化

webサイトを導入した令和元年度以降、２０代の登録者数が増えている。
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R2.12 月末R元年度H30年度
0

200

400
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800

1,000

1,200

1,400

1,600

男性 女性 回答なし 派遣件数

167

239

20

104

210

0

32
48
0

575

976

1,377

ボランティア新規登録者男女別

女性 男性 回答なし

303人
37% 497人

61%

20人
2%

H30年度新規登録者年齢別（80名）

10代
1%

70代以上
3%

60代
10% 20代

26%

30代
26%

40代
21%

50代
13%

R元年度新規登録者年齢別（314名）

10代
5%60代

5%

20代
32%

30代
22%

40代
20%

50代
14%

70代以上
2%

R２年度新規登録者年齢別（426名）

10代
7%60代

3%

50代
15%

20代
32%

30代
23%

40代
19%

70代以上
1%

0
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100
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200
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70代以上60代50代40代30代20代10代

ボランティア新規登録者年代別

484848

258258258

187187187
160160160

118118118

383838
111111

（人）

（回） （人）
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④……参加ボランティアの性別

⑤……参加ボランティアの年齢別　推移

60歳代の参加比率が下がり、40歳代の参加比率が高まっている。

平成30年度～令和２年度　参加総数のうち6割近くが女性

⑥……曜日別ボランティア参加者数（平成３０年度～令和２年度）

派遣数2,928のうち、約3割が土曜日、約2割が日曜日,水曜日

ナスの支柱たて

防草シート貼り

ボランティア参加者男女別データ

1,210
41% 1,672

57%

46
2%

女性 男性 回答なし

H30年度参加者年代別（575名）

10代
1%

60代
31%

20代
20%

30代
11%

40代
9%50代

28%

R元年度参加者年代別（976名）
10代
3%

70代
3%

60代
16%

20代
12%

30代
18%

40代
19%

50代
29%

R２年度（12月末）参加者年齢別（1,377名）
10代
3%

70代
3%

60代
11% 20代

17%

30代
18%

40代
18%

50代
30%

0
100
200
300
400
500
600
700
800
900

土金木水火月日

ボランティア参加者曜日別参加データ

(人)
836

236265

541

269
208

573
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6

（人）

⑦……ボランティア登録者居住地の集計

千 代 田 区 3
中 央 区 10
港 区 11
新 宿 区 24
文 京 区 10
台 東 区 6
墨 田 区 11
江 東 区 20
品 川 区 23
目 黒 区 8
大 田 区 25
世 田 谷 区 51
渋 谷 区 13
中 野 区 25
杉 並 区 35
豊 島 区 19
北 区 15
荒 川 区 4
板 橋 区 17
練 馬 区 35
足 立 区 13
葛 飾 区 4
江 戸 川 区 16
23 区内計 398

八 王 子 市 60
立 川 市 7
武 蔵 野 市 9
三 鷹 市 15
青 梅 市 3
府 中 市 15
昭 島 市 9
調 布 市 45
町 田 市 10
小 金 井 市 9
小 平 市 12
日 野 市 14
東 村 山 市 4
国 分 寺 市 7
国 立 市 8
福 生 市 1
狛 江 市 10
東 大 和 市 4
清 瀬 市 2
東久留米市 15
武蔵村山市 4
多 摩 市 9
稲 城 市 7
羽 村 市 1
あきる野市 4
西 東 京 市 11
瑞 穂 町 1
日 の 出 町 1
新 島 村 1
市 町 村 計 298

茨 城 県 3
群 馬 県 1
埼 玉 県 34
千 葉 県 22
神 奈 川 県 64
東 京 都 外 124

23 区 内 398
市 町 村 298
東 京 都 外 124
合 計 820

ミニトマトの芽かき

ボランティア登録者の居住地

23区内 市町村 東京都外

東京都外
15%

23区内
49%市町村

36%
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平成３０年度作成・配架

令和元年度作成・配架

令和元年度作成・配架

令和２年度作成・配架

東京農業の支え手育成支援事業

（東京都委託）

広域援農ボランティア
会員登録

会員ログイン

を知る地域援農
ボランティア

を知る広域援農
ボランティア

をしたい方広域援農
ボランティア

の募集情報広域援農
ボランティア

新着情報・ブログ

農業者の方へ

〒190-0013 東京都立川市富士見町3-8-1　☎042-528-1357
E-mail　supporter@tdfaff.com 広域援農ボランティア担当

スマートフォンから

パソコンから

https://agrivolunteer-tokyo.jp
とうきょう援農ボランティア 検索

会員ログイン
メニュー

会員登録すると１回だけでも気軽に参加ＯＫ。
スマホやパソコンから登録・参加申込みできる。
毎回、募集情報の中から好きな場所・日時を選べる。
農作業の経験がなくても大丈夫。
色々な農家の畑で農作業を体験できる。

ボランティア大募集
広域援農

ボランティア
受入れ農家も
募集中！

ボランティア
受入れ農家も
募集中！

ボランティア
受入れ農家も
募集中！

ボランティアを募集したい農家の方は
事務局までご連絡ください。

ボランティアを募集したい農家の方は
事務局までご連絡ください。

東京都内で参加できる
援農ボランティア

専用サイトができました

ボランティアを
募集したい農家の方は

ここから

広域援農
ボランティアの
会員登録は
こちらから

まずは広域援農
ボランティアの

募集情報を観てみよう
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… ボランティア・農家に対する研修の実施（制度の説明、農作業の指導）……

研修内容・年度 平成３０年度 令和元年度 令和２年度
（令和２年 12 月末時点）

ボランティアに対する研修 ５４回 ５０回 ７２回

ボランティアの受け入れ農家に
対する研修 １０回 １０回 ９回

キャベツ苗の定植
苗定植機についてレクチャーを受けた
ボランティアがキャベツ苗を機械に投入
する（定植機の操作は農家）。

ダイコンの間引き
農家から「間引き」の説明を受けた後、
持ち場に分かれて作業

ニンジンの収穫
農家の指導を受けて、以下の流れで
収穫作業をおこなった。
• ニンジンを抜く
• 葉と先端を切る
• 作業場まで運び、洗浄

トマトの誘引作業
トマトの茎をクリップで縦ひもに固定する。
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ペチュニアの花がら摘み
農家の指導を受けながら、不要な部分

（花や葉）を取り除く。

エダマメの出荷準備
機械を使って豆を枝から切り離し、袋詰めの
準備をおこなう。

ポット苗（花苗）への追肥
トリガーを引くとあらかじめ決めておいた量
の肥料が排出される器具を使用して、一鉢
ずつ施肥する。

ダイコンの出荷準備
ダイコンを収穫して洗浄し、１本ずつ
ビニール袋に詰める。
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援農ボランティア事業ＰＲのために作成し、ボランティアに配布したジャンパー・タオル・手拭い

平成３０年度
ＰＲジャンパー

令和元年度
ＰＲタオル

令和 2 年度
ＰＲ手拭い
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農作業受託組織の実態調査（平成３０年度～令和２年度）2

1 … 東京都認証特定非営利活動法人における農業振興活動の実態調査（平成３１年１月）

都内には、農業振興に関わる活動を行っている特定非営利活動法人（以下NPO法人）があります。ここでは、各NPO法人の定款
に記載された目的に「農」のキーワードがある２３０団体に対して行ったアンケート結果を紹介します。
（平成30年12月13日現在において東京都NPO法人ポータルサイトに登録のある東京都認証NPO法人のうち、定款に記載され

た目的に「農」のキーワードが含まれる団体（230団体）  回答数/調査対象数　　76団体／230団体　（回収率33％））

1 農業振興に関わる活動をしている 50 団体

2 上記 1 の活動場所は東京都内を含む 32 団体

3 東京都内の農地で農作業の支援をしている 14 団体　※注

4 援農ボランティアをしている（都外での活動を含む） 16 団体（有償 2 団体、無償 14 団体）

5 農作業受託をしている（都外での活動を含む） 7 団体（有償 1 団体、無償 6 団体）

6 援農ボランティア、農作業受託以外の農作業支援をしている（都外での
活動を含む） 6 団体

7 団体が農作業の支援をしている農家の戸数（総合計） 都内 144 戸、都外 65 戸

8 農作業の支援を行う者の人数（総合計概算） 概算 791 名

9 農作業の支援を行う者に対して研修を実施している 8 団体

10 農作業支援を行う上での問題点・課題がある 14 団体
※人材・運営経費の不足等

11 今後、新規もしくは事業拡大として、東京都内の農地での農作業支援を
検討している 22 団体

注：東京都内の農地で農作業の支援をしているNPO法人は下記のとおり（14団体）
　  たがやす（町田市）、畑の教室（練馬区）、地球文化交流協会（渋谷区）、緑の大地会（八王子市）、すずしろ22（八王子市）、武蔵野農業ふれあ

い村（武蔵野市）、農の未来ネット（清瀬市）、めぐみ（日野市）、村おこしＮＰＯ法人ＥＣＯＦＦ（文京区）、日野人・援農の会（日野市）、せたがや
喜多見農とみどり（世田谷区）、里山保育やまっこかわっこ（檜原村）、はちぷろ（八王子市）、ふるさと日本プロジェクト（千代田区）
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2 … 都内で農業振興に関する活動を行うＮＰＯ法人の活動状況調査（令和２年３月）

都内には、農業振興に関わる活動を行っているNPO法人があります。ここでは、都内で援農ボランティア活動を行っている７団体
から得た調査結果を紹介します。

７団体のうち、現在、農業者の農作業支援を行っているのは6団体で、有償あるいは無償で地域の農家において、播種、栽培管理、
収穫、出荷調整などを行っています。その他の団体は、農作物の販売・学校給食への提供、市民農園の管理・指導といった別の側面か
ら農地の保全に寄与しています。

ＮＰＯ法人　たがやす ＮＰＯ法人　日野人・援農の会

ＮＰＯ法人　すずしろ22 ＮＰＯ法人　はちぷろ

ＮＰＯ法人　せたがや喜多見農とみどり ＮＰＯ法人　農の未来ネット



広
域
援
農
ボ
ラ
ン
ティ
ア
制
度

13

参
考
／
財
団
事
業
紹
介

農
作
業
受
託
組
織
の
実
態
調
査

都
内
区
市
町
村
に
お
け
る
援
農
ボ
ラ
ン
ティ
ア
制
度
の
調
査

都
内
区
市
町
村
に
お
け
る
援
農
ボ
ラ
ン
ティ
ア
制
度
の
取
組
計
画

1 … 活動の目的
援農を必要とする農家と農業体験を希望する市民をつなぎ、援農活動、市民・体験農園の運営、地場野菜普及活動、生ゴミリサイク

ル運動などに取り組む。援農活動は、相互扶助のボランティア精神に基づき、農家と市民の協力により、多面的な機能を有する東京
の農地を維持・管理し、今後も農地として存続させることを目的とする。

2 … 活動が始まったきっかけ
従事者の高齢化等により担い手不足となっている地元農家を守るため、主婦（生活クラブ）が中心になって始まった。
4軒ほどの農家で１０名ほどのボランティアが活動するところからスタート

3 … 会員資格・年会費・会員数
会員資格なし。受入農家は正会員。援農ボランティアは2ヶ月以内の試用期間後、会員となりボランティアに参加
年会費：個人正会員3,000円、団体正会員10,000円、賛助会員1,000円　会員数約１５０名

4 … 会員の募集方法・特徴
広報まちだ、法人webサイト、生活クラブ生協の広報誌、地域広報紙、季刊誌まちびと、ポスティングチラシ、会員からの紹介などで

募集。定年後の方、社会貢献したい方々が多い。

5 … 行政等からの支援の有無
町田市より農業研修事業を受託

6 … 活動概要
1 農作業受託  農作業の継続が困難な農地所有者に代わり、農作業を行なう。
2 援農ボランティア  町田市内の農家で野菜の収穫、苗定植、袋詰、堆肥散布、除草などを手伝う。例年約７０名が週２日程

度参加。会員間相互扶助精神による有償ボランティア（農家から５９０円/１時間を集金し、事務経費等
を差し引き470円がボランティアの謝礼）。これによりボランティア・農家双方に責任感が生まれる。

3 農業研修受託事業 法人の研修農園にて援農ボランティア育成講座開講（４０回/10ヶ月間）
4 地場野菜普及活動 直売所で地場野を販売、地場野菜セットの宅配（近隣個人宅）、出荷作業代行、食育活動
5 体験農園事業  年会員対象の講習会、一般参加者向け収穫体験イベント、自然観察会、バーベキューなど
6 生ゴミリサイクル事業 町田市大型生ゴミ処理機の一時生成物、まちだリス園の糞などを利用した堆肥作り

7 … 現在、運営・活動で大変に感じること、困っていること、今後の方向性など
農家・援農ボランティアの高齢化。ボランティアの不足。会の運営事務もボランティアである（謝礼約500円/時）。
近年農地を借りて果樹・キノコ栽培も開始。スタッフの農業技術をさらに高め、農家から頼られる存在になりたい。

8 … 事務局もしくは会員からひとことメッセージ（援農に興味を持っている方へのメッセージ、活動の感想など）
農業は地道な作業が多いが、蒔いた種が育って収穫に至る喜びは何事にも代え難い。収穫体験、家庭菜園の参考、新規就農を目

指すなど参加方法は色々あり、どの活動も地域の農業応援につながるので気軽に参加して欲しい。

9 … 問合せ先（事務局・グループ連絡先等）
住所　〒194-0023　東京都町田市旭町1-23-2　生活クラブ館まちだ　
電話　042-794-9002　090-3435-8611　　Ｅメール　npo-tagayasu@nifty.com　担当者　斉藤 恵美子

ＮＰＯ法人…たがやす 町田市
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1 … 活動の目的
行政との連携の下に主として日野市域における農業及び農家を支援するボランティア活動事業（援農ボランティア活動事業）を推

進するとともに、良好な農業環境の維持、向上を図り、もってみどり豊で活気に溢れたまちづくりに寄与することを目的として関連す
る活動を目的とする。

2 … 活動が始まったきっかけ
平成17年4月に日野市援農市民養成講座「農の学校」開講。翌年修了一期生が親睦団体「日野人・援農の会」を結成し、援農ボラ

ンティア活動を開始。平成24年4月「特定非営利活動法人日野人・援農の会」発足。

3 … 会員資格・年会費・会員数
１）上記「農の学校」修了生　２）援農・野菜栽培塾修了生（本法人主催）　３）援農活動に実績のある人　
正会員・協力会員年会費…1,000円　協力会員年会費…個人（１口）3,000円／団体（１口）5,000円
正会員…117名、協力会員…13名、賛助会員…個人37名、団体会員…1団体

4 … 会員の募集方法・特徴
「農の学校」及び「援農・野菜栽培塾」受講者は日野市広報誌で募集
援農活動に実績のある人の募集は都度（面談あり）
会としては援農ボランティア活動を優先しているが、スキルアップのための研修農園・実験農園での卒業生同士の交流もある。 

新年会、お花見の会、地区別懇談会、収穫祭（芋煮会）、視察研修などもある。

5 … 行政等からの支援の有無
日野市（指導・バックアップ）、東京南農業協同組合（賛助会員・団体）

6 … 活動概要
「日野市援農ボランティア紹介斡旋調整事業に関する協定（日野市・ＪＡ東京みなみ・本法人）」に基づき活動

活動年度 受入農家 ボランティア数 援農日数 援農時間
平成 29 年度 45 軒 102 名 3,869 日 11,870 時間
平成 30 年度 44 軒 103 名 3,932 日 12,000 時間
令和元年度 43 軒 102 名 3,700 日 11,400 時間

7 … 現在、運営・活動で大変に感じること、困っていること、今後の方向性など
ボランティアは女性が増加している。ボランティアと受入農家の高齢化が課題。受入農家の要望との調整が難しいこともある。
営農に準ずる作業の要望（機械を使う作業）も増えている。

8 … 事務局もしくは会員からひとことメッセージ（援農に興味を持っている方へのメッセージ、活動の感想など）
日本の高齢化と農業への関心の高まり（健康管理や野菜の高騰など）で援農志望者は多いが、やる気があっても「できる」には相当

の時間と根気が必要であり、作業を覚える機関（農の学校や実習道場）が不可欠となる。それを支える施設（圃場、農機具・道具置場）
や講師体制づくりを考えたい。

無償のボランティアに対する「ご苦労様の声」と「貢献ポイント（地域消費奨励策）」の付与など、「やってよかった」を実感できる施
策を詰めていきたい。

9 … 問合せ先（事務局・グループ連絡先等）
法人webサイト　https://hinobito-ennou.org　（問い合わせフォームあり）

NPO法人…日野人・援農の会 日野市
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1 … 活動の目的
広く一般市民と農家を対象として、援農ボランティア、農作業受託事業及び地場野菜提供事業を行うことにより農業を活性化するこ

ととともに食料供給、防災、環境保全、農耕文化の継承など多面的価値のある農地を都市住民の生活環境の中に存続させることで社
会教育の推進や環境の保全等に寄与することを目的とする。

2 … 活動が始まったきっかけ
農家の人手不足を解消し、次世代に農地をしっかりと残したいと、援農活動を始めた。次の世紀（２２世紀）までしっかりと農地を残

したいと思い、法人の名称に２２を入れている。

3 … 会員資格・年会費・会員数
会員資格なし
年会費　　個人正会員1,500円　団体正会員10,000円　賛助会員（個人・団体）　1,000円
会員数　　正会員…114名　　　団体会員…1名　　　　賛助会員…8名（令和元年12月末現在）

4 … 会員の募集方法・特徴
「お父さんおかえりなさいパーティ」（市民活動団体等紹介イベント）、法人webサイト、会報誌、市農業祭、
いちょう祭り、ポスター掲示
会員は男性55％　女性45％　主に６０才～７０才代の農業に興味がある方々

5 … 行政等からの支援の有無
支援は受けていない。

6 … 活動概要
（1）援農ボランティア　３０軒の農家　40～５０名/月で援農（有償）　２０１９年実績…約16,500時間
　  謝礼は、460円／時間＋野菜

（2）農地活用プロジェクト（農地の活用・保全を目標）　遊休農地で市民農園を開設（５ヶ所）
（3）地産地消活動　地場野菜の料理教室開催（年3回）、いちょう祭り・農業祭で会員農家の野菜を即売

7 … 現在、運営・活動で大変に感じること、困っていること、今後の方向性など
創立１５年目で会員の高齢化が進行。援農の担い手は７０歳代。PR活動を継続し会員の獲得に努めている。

8 … 事務局もしくは会員からひとことメッセージ（援農に興味を持っている方へのメッセージ、活動の感想など）
援農、農作業委託のニーズは今後も高まると考える。援農活動を充実し農家の役に立ちたい。

9 … 問合せ先（事務局・グループ連絡先等）
住所　八王子市川町128-61　
電話　080-3347-6491　 
Eメール　akkait@ymobile.ne.jp
法人webサイト　http://www.suzushiro22.org/index.html　　
担当者名　清水　義秋

NPO法人…すずしろ２２ 八王子市
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1 … 活動の目的
八王子市高月町の農業を中心に、豊かな営農環境を保全し、地域文化を次世代に承継することで、地域住民のみならず広く市民の

利益の増進に寄与するため、地域住民・農家・酒蔵・酒販店の社員・地域企業が中心となり、地域の「大学」「企業」「市民」とともに、「日
本酒をはじめとした農業生産物の商品開発」「農業等の地域産業の振興」「地域経済の活性化」「地域の人材育成」「雇用の機会の創出」
に資する活動を通じ、地域の活力向上を図ることを目的とする。

2 … 活動が始まったきっかけ
２０２０東京大会に向け、土産品にもなり得る「八王子の地酒づくり」でまちおこしを行おうというプロジェクトが平成２６年に立ち

上がった。八王子産米を使うことで、農業振興にも貢献できる。

3 … 会員資格・年会費・会員数
会員資格なし
年会費：正会員1口　5,000円　　賛助会員1口　10,000円　　ボランティア会員　無料（イベント運営手伝い）
会員数４２名（令和２年３月時点）

4 … 会員の募集方法・特徴
会員からの紹介など

5 … 行政等からの支援の有無
八王子市より地産地消地活の日本酒「高尾の天狗」酒米つくりプロジェクト事業に、2019年度市民企画事業補助金100万円交付

6 … 活動概要
法人理事は農家、酒販店、醸造元、副産物加工者等である。「酒米生産農家」を確保・保護するため「出来高制」ではなく１０アール

あたりの最低買取価格を設定し、農家の収入の安定化を図っている。
「市民参加型」を掲げ、田植えから稲刈りまで体験してもらい、地域活性化への貢献を感じてもらっている。
なお、酒づくり体験の参加人数は、田植え約150名　草刈り約40名　稲刈り約150名　蔵仕込み約40名
新酒を楽しむ会約200名　いずれも事務局イベントスタッフは含まず。

7 … 現在、運営・活動で大変に感じること、困っていること、今後の方向性など
八王子市内にかつて２０軒あったものの、平成２４年に最後の１軒が醸造を終了した「酒蔵」であるが、市内での醸造復活を目指し

活動を進める。また、酒蔵を通じて農業振興、地域文化再興、自然環境利活用などによる地域活性化をめざす。

8 … 事務局もしくは会員からひとことメッセージ（援農に興味を持っている方へのメッセージ、活動の感想など）
伝統ある八王子を農業、観光、地域文化、産業の創出に繋げる「農業まちづくり」で、八王子発の６次産業化を推進し、「顔の見える

はちぷろ」を発信して行きたいと考えています。

9 … 問合せ先（事務局・グループ連絡先等）
住 所　〒192-0063　東京都八王子市元横山町1-17-10
電 話　042-645-7763　　Eメール　info@hachipro.org
法人webサイト　http://www.hachipro.org　　担当者名　代表理事　鶴田　隆一

NPO法人…はちぷろ 八王子市
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1 … 活動の目的
（1）市民に農と畑に接する場を提供する事
　   イベントや情報媒体を活用して、農業・農地・農家の役割や魅力を発信、普及・啓発する事、また農家の支援、例えば地元作物

の流通の支援等、農の大切さを共有する地域の農や緑の保全活動への参加、自然と調和したまちづくりに寄与することを目的
とする。

（2）農の価値に気が付き、減少していく都市農地の継続に関心につながる。
　  農家と住民の接点となる活動の企画・育成、及び参加

2 … 活動が始まったきっかけ
喜多見農業公園（世田谷区立）の運用サポートへの2016年からの参加が起点。その後、公園運営業務で養った農作業経験のある

会員が、継続して農に関わる地域活動に関わる希望を基に、地元の農と野菜に関わる活動を開始する。

3 … 会員資格・年会費・会員数
会員資格特になし（農に関心をお持ちの方）　入会金年会費なし　会員数１１名（令和２年３月時点）

4 … 会員の募集方法・特徴
会員の口コミ、FacebookのSNSへの連絡、世田谷区立喜多見農業公園に関連する活動を通じて募集
属性：会社員7名、主婦3名、無職1名　年代：30代～60代
参加動機の傾向：地域の農地・みどりへの関心を持たれる方が増えている。

5 … 行政等からの支援の有無
公益信託 世田谷まちづくりファンドによる助成

6 … 活動概要
援農活動：実施農家数３、援農作業者数4名　　報酬（無償）　週1回程度
地元野菜の販売支援：地元マルシェへの出店　頻度：月1回程度
地元野菜の料理会開催：年2回　参加人数（15名程度　参加費500円）
農にかかわる映画上映会の開催：年1～２回程度
地元保育園での地場野菜販売：随時　年2回程度
地元保育園の園児の畑・収穫体験イベントの開催：年2回程度（無償）
喜多見農業公園の運用（世田谷区公園緑地課）に関わる連絡会への参加：年に3回程度
区内のみどり保全活動への参加：年1回程度

7 … 現在、運営・活動で大変に感じること、困っていること、今後の方向性など
農と農家との活動に積極的に取り組む意欲のある方の活動のコミュニケーション機会・時間の不足を感じる。
今後はイベント開催など活動を活性化するとともに、会員増加を目指す。また、他の援農団体などとの連携を行う。

8 … 事務局もしくは会員からひとことメッセージ（援農に興味を持っている方へのメッセージ、活動の感想など）
援農ボランティア、マルシェへ出店、地元野菜のお料理会など、農に触れてみませんか？　一緒にやりませんか？

9 … 問合せ先（事務局・グループ連絡先等）
Eメール　bunichitajima001@gmail.com　　　https://www.facebook.com/noutomidori/?ref=profile_intro_card

NPO法人…せたがや喜多見農とみどり 世田谷区
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1 … 活動の目的
人と自然の調和を図るべく、環境保全啓発、バイオマス資源の有効活用、土壌修復及び環境関連施設の管理運営等を行い、循環保

全型農林業の構築を図ることを目的とする。

2 … 活動が始まったきっかけ
土壌改良材としての木質チップの可能性の拡大

3 … 会員資格・年会費・会員数
会員資格：会設立の趣旨に理解がある方
正会員（ツリー会員） ：議決権を持ち　主体的にNPOの事業を推進　入会金10,000円　年会費12,000円
準会員（リーフ会員） ：発生木質材再資源化循環システムの利用者　入会金5,000円　年会費6,000円
賛助会員（アース会員） ：活動を応援する法人・個人　【賛助会員】　入会金30,000円　年会費24,000円

4 … 会員の募集方法・特徴
法人WEBサイト・会員の紹介で募集　特徴：地元の建築土木業、造園業者、自然再生に関心のある方等で構成

5 … 行政等からの支援の有無
支援なし

6 … 活動概要
〇木質系チップの資源循環事業
　木質チップ化による土壌改良材の生産指導（通年：埼玉県深谷市）
　　・  会員から剪定枝等自然由来物を受入れ、チップ化、会員酪農業者への供給をおこなっています（畜産生産者の豚舎等に敷き、

回収、攪拌して堆肥が作られます）
　　・ 堆肥は、自分で取りに来られる近隣の方や体験型農園の利用者に無償で提供し、活用してもらいます。
〇里山保全活動、イベントの実施
　ツリークライミング（八王子市堀之内）
　　→毎年秋1回、参加者20名前後、参加費なし
　ツリークライミング+水遊び（静岡県富士宮市）
　　→毎年2回（春・秋）、参加者20名前後、参加費なし
〇安心・安全な農業づくり
　体験型農園の運営・研修（通年：八王子市石川町、会員所有農地）

7 … 現在、運営・活動で大変に感じること、困っていること、今後の方向性など
製造済チップの処分先の拡大が課題。今後は、バイオマス発電の可能性を模索する。

8 … 事務局もしくは会員からひとことメッセージ（援農に興味を持っている方へのメッセージ、活動の感想など）
森林資源を有効利用するための“橋渡し役”として尽力しています。

9 … 問合せ先（事務局・グループ連絡先等）
住所　東京都八王子市堀之内７９９番地
電話　042-689-5236　　Eメール　m.daichikai@bz03.plala.or.jp　
法人webサイト　http://midorinodaichikai.org/

NPO法人…緑の大地会 八王子市
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1 … 活動の目的
わが国の農業経営の担い手を積極的に支援し、就農人口の増加および国内生産物の消費向上運動に関する事業を行うことにより、

食料自給率向上という公益の増進に寄与することを目的とする。

2 … 活動が始まったきっかけ
・ 我が国の就農人口の減少に鑑み、就農者を増やすためにはどうしたらよいかと考え、直接の就農の取り組みは難しいので農業体

験を通じて少しでも農業の現状を理解してもらうことから取り組むこととした。
・ また、「農業体験」希望者を農家に斡旋しているだけでは、農業に対する言葉の重みが出せないと考え、自ら農場運営（みらい体

験農場）することで実感のこもった会話ができる環境を整えた。

3 … 会員資格・年会費・会員数
【正会員】 　　この法人の目的に賛同して入会した個人　※会員の入会について、特に条件は定めない
【賛助会員】 　この法人の目的に賛同し賛助するために入会した団体
一般会員6，000円　農家会員6，000円　団体会員24，000円　学生会員1，000円　入会金：なし

4 … 会員の募集方法・特徴
一般会員は口コミ、Facebook、会員・支援者へのメール、近隣へのポスティング、大学キャリアセンター活用
農業に対し関心あり、何らか農業に関係した者が多く、年代は50歳以上の者が90％

5 … 行政等からの支援の有無
特になし

6 … 活動概要
「農業体験プログラム事業」　参加者自らが農家に出向き、農業体験（研修）をする。参加者には農業生産の大切さ、食の大切さを

理解し、将来、自ら就農することを期待。
「はたけっこクラブ」　平成２６年より武蔵大学、立正大学、立教大学の農業経済ゼミ生を中心に農作業や農家経営者の”生の声“を

通して、現実の農業経営を知ることを目的に創設し、活動を開始した。東久留米市の農家で月2回の定例農作業をおこなっている。
「みらい体験農場の運営」　法人自らも農業体験の場を持つことが大事と考え、みらい体験農場を開設。農業体験ができる場とし

て地域住民・学生に参加を呼びかける。
「インターンシップ生の受け入れ」　農事組合法人埼玉産直センターで就労体験研修を実施。武蔵大学から始まり、現在は立正大学

の学生を受入

7 … 現在、運営・活動で大変に感じること、困っていること、今後の方向性など
農業体験対象者を大学生中心から就農希望の青年層も対象にしたい。多摩地域に体験農場を設置したい。各種調査事業も行いた

い。また、各種農業団体との交流を活発化したい。

8 … 事務局もしくは会員からひとことメッセージ（援農に興味を持っている方へのメッセージ、活動の感想など）
国は大規模農業を対象にスマート農業を推進しているが、都市農業には馴染まないのではないか。やはり家族経営農業を支える対

策が必要。そのために労働力の確保、農家経営のあり方等を十分検討すべきと考える。

9 … 問合せ先（事務局・グループ連絡先等）
住所　清瀬市梅園3丁目21-23　　電話　042-497-1645　　Eメール　toiawase@nou-mirai.org
https://www.facebook.com/nou.mirai/　　事務局長　田沼　繁

NPO法人…農の未来ネット 清瀬市
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3 … 農業振興に関する活動を行う団体（東京都以外）の活動状況調査（令和３年１月）

全国には、農業振興に関わる活動を行っている団体（NPO法人等）があります。
ここでは全国の8団体から得た活動状況調査の結果を紹介します。

回答をお寄せいただいた8団体のうち、現在農業者の農作業支援を行っているのは5団体で、有償あるいは無償で地域の農家にお
いて、播種、栽培管理、収穫、出荷調製などを行っています。

1 農業振興に関わる活動をしている 8 団体

2 農作業の支援をしている 5 団体（詳細は P.21 ～ P.25）

3 援農ボランティアをしている 4 団体（有償…１団体　無償…2 団体
　　　　場合により有償または無償…１団体）

4 農作業受託をしている 1 団体（有償 0 団体、無償 1 団体）

5 援農ボランティア、農作業受託以外の農作業支援をしている 5 団体

6 団体が農作業の支援をしている農家の戸数（総合計） 47 戸

7 農作業の支援を行う者の人数（総合計概算） 174 名

8 農作業の支援を行う者に対して研修を実施している 3 団体

9 農作業支援を行う上での問題点・課題がある 8 団体

10 今後、新規もしくは事業拡大として、農作業支援を検討している 3 団体

次ページ以降に各個別票を記載

ＮＰＯ法人　アグリサポート深谷 ＮＰＯ法人　ファームハウスなるい

ＮＰＯ法人　里地里山問題研究所 ＮＰＯ法人　小田原食とみどり
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1 … 活動の目的
深谷市の農業は全国と同じく、都市化、高齢化、後継者不足といった状況がみられ、近年、耕作面積の減少とともに耕作放棄地も散

見されるようになり、行政の課題ともなっている。このような状況を打開すべく、農家・市民を対象として、援農サポートによる農家の
人手不足の解消や地域農産物の普及・販売並びに市民の農業体験活動を通じ、農業・農地を市民や諸団体とともに連携し、保全・活
用することが可能である。また、これらの活動により、地域農業の理解とともに環境を守り、生活する人々にとって潤いのある豊かな
暮らしの実現を目指していきたい。

2 … 活動が始まったきっかけ
深谷市内の農家も高齢化や人手不足により農業経営を維持していくことが困難になりつつある。いずれ作業受託、法人化の道を

進むものと思われるが、少しでも農家の手伝い、農地の維持、環境保全に貢献したいと考えた。

3 … 会員資格・年会費・会員数
会員資格無し　正会員3,000円　賛助会員1,000円　会員数15名

4 … 会員の募集方法・特徴
法人webサイト、社会福祉協議会の広告情報誌への掲載により募集

【特徴】①深谷市アグリカレッジの開講と援農サポートによる人手不足の解消、②農業体験などの食農教育、③地域農産物の普及と
販売

5 … 行政等からの支援の有無
無し

6 … 活動概要
野菜づくりの技術向上等と農家の手助けとなる援農ボランティアの養成を目指し、深谷市アグリカレッジを開講している。講座は年

間１０回（令和２年度）で深谷市民が対象。受講料は年間15,000円程度で、講義は春野菜の種まきから秋野菜の収穫まで（３月開講、
１２月閉講）

また、農作業体験などの食農教育、地域農産物の販売・普及活動をおこなっている。

7 … 現在、運営・活動で大変に感じること、困っていること、今後の方向性など
深谷市内の農家は、有償でも良いので作業を委ねられるベテランの援農ボランティアを希望している。
大都市圏と異なり、援農ボランティアへの理解・意識が低く、援農ボランティアの育成が難しい。
今後、援農ボランティアの育成を通じて農家への援農を考えていきたい。

8 … 事務局もしくは会員からひとことメッセージ（援農に興味を持っている方へのメッセージ、活動の感想など）
当法人の活動する深谷市は、東京をはじめとする都市部から遠く、スタッフ等協力をいただくことは難しいと思いますが、学生の方

を含め興味のある方がいましたら是非いらしてください。深谷ネギも美味です！

9 … 問合せ先（事務局・グループ連絡先等）
住所　埼玉県深谷市西大沼361-11　　電話　048-573-3013　　Eメール　nsuzuki@tbz.ｔ-com.ne.jp
法人webサイト　http://agri-support.com/　　代表理事　鈴木 紀安

ＮＰＯ法人…アグリサポート深谷
埼玉県
深谷市
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1 … 活動の目的
地域の高齢農家を対象とし、援農活動及び後継者探しの支援を行うことにより、農業の活性化を図り、又、障害者を対象とし、就労

支援を行うことにより、障害者の豊かな日常生活の確立に寄与すること。

2 … 活動が始まったきっかけ
教え子の就労支援（特別支援学級・学校）

3 … 会員資格・年会費・会員数
農業者：入会金1,000円　年会費2,000円　会員数10名
ボランティア：入会金なし　年会費なし　会員数５名

4 … 会員の募集方法・特徴
チラシ、法人webサイトで募集
障がいのある方、就労意欲をなくした方の生きがいを応援。高齢農家、新規就農者を応援

5 … 行政等からの支援の有無
無し（２年前まで有）

6 … 活動概要
農作業と収穫したコメと野菜の特産品づくりにより、
　・障がいのある方の就労を支援
　・高齢農家と新規就農者を応援
　・近隣住民の憩いの場
　・読書喫茶・軽食コーナーなどでの交流
　・新規就農者への農機の貸し出し、運転指導

7 … 現在、運営・活動で大変に感じること、困っていること、今後の方向性など
農地が広く、農業機械のメンテナンス経費負担が大きい。
今後も障がいのある方の居場所としての役割を担っていきたいと考えていて、グループホームと連携することも検討

8 … 事務局もしくは会員からひとことメッセージ（援農に興味を持っている方へのメッセージ、活動の感想など）
ここには田んぼや畑など、あなたが活躍できる場がたくさんあります。スタッフとして活動するうちに家庭菜園のスキルや、農業の

専門的な知識・ノウハウをまなぶこともできますので、ぜひ一度活動の場へお越しください！

9 … 問合せ先（事務局・グループ連絡先等）
住所　兵庫県加古川市志方町成井578番地 　　電話　079-440-1525　 
Eメール　narui578@ares.eonet.ne.jp　　法人webサイト　https://www.narui578.jp/
代表者氏名　筧　直樹

ＮＰＯ法人…ファームハウスなるい
兵庫県

加古川市
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1 … 活動の目的
高齢化や担い手不足の農家等を対象とし、農作業の援助等に関する事業を行い、相模原市内の農業・農家の活性化、まちづくりの

推進等に寄与すること。

2 … 活動が始まったきっかけ
市と農協による市民農業研修講座修了者の有志により平成１７年にNPO法人設立

3 … 会員資格・年会費・会員数
農業者 入会金なし　年会費なし　　委託を受けた農家　10戸　（委託回数12件）
ボランティア 入会金なし　年会費2,000円　　会員数　87名

4 … 会員の募集方法・特徴
市民農業研修講座修了者への呼びかけ

5 … 行政等からの支援の有無
有

6 … 活動概要
・農作業受託 年間を通した圃場管理として委託され、生産した野菜はJAをとおして販売
  JAからサツマ芋の委託管理
 管理グループ毎に トウモロコシ,ブロッコリ、キャベツ等を生産し、JAをとおして出荷
・援農ボランティア 9：00～16：00を1日とし、謝礼として3,000円/日が目安　
 派遣した農家35戸　援農延べ日数2,178日
・農地の荒廃防止　　
・農家の人手不足の解消　
・農業活性化のための学習や研修
・社会福祉活動としての収穫体験の場の提供

7 … 現在、運営・活動で大変に感じること、困っていること、今後の方向性など
・ 会員の高齢化、入会の前提となる市民農園研修講座の受講者の減少
・運営経費の不足

8 … 事務局もしくは会員からひとことメッセージ（援農に興味を持っている方へのメッセージ、活動の感想など）
大切な地域の農業を盛りあげ農家との交流で地域の歴史、気候風土を知る事ができます。
援農仲間が沢山できて楽しい充実した人生になります。
野菜栽培の技術を習得できて美味しい野菜をいつも食べられます。

9 … 問合せ先（事務局・グループ連絡先等）
住所　神奈川県相模原市緑区田名２４３６番地 相模原市農業協同組合営農センター内　　
電話　042-762-4336

ＮＰＯ法人…援農さがみはら
神奈川県

相模原市
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1 … 活動の目的
主に都市と農漁村の市民による人的交流事業を行うことにより、都市と農漁村市民が融合し、自然と人が共生できる環境保全・地

域資源循環型社会の構築を目指し、心豊かな生活空間を創造することに寄与することを目的とする。

2 … 活動が始まったきっかけ
生産者の高齢化・収穫のもぎ手が不足しているなどの理由
また、環境に優しい農業の生産の現場へ関わることで生産者の苦労（除草剤を使わない栽培から生じた苦労など）への理解を促進

するため

3 … 会員資格・年会費・会員数
個人賛助会員：1口 2,000円
団体賛助会員：1口 10,000円

4 … 会員の募集方法・特徴
過去には「援農クラブ」と題し援農者を常時募集していたが現在は休止中。個別の相談は可能

5 … 行政等からの支援の有無
無し

6 … 活動概要
・援農ボランティア　派遣した農家 1 戸 7 回（作業の内容・能力、農家により 有償、無償）
・体験交流事業（農の学校）
・地域特産物販売
・食農教育・環境教育・文化事業教育
・学習会の開催

7 … 現在、運営・活動で大変に感じること、困っていること、今後の方向性など
生産者の高齢化、運営経費の不足、事務局スタッフの不足

8 … 事務局もしくは会員からひとことメッセージ（援農に興味を持っている方へのメッセージ、活動の感想など）
大切な地域の農業を盛りあげ農家との交流で地域の歴史、気候風土を知る事ができます。
援農先の農家との関わりだけでなく、近隣住民との関わり、他の援農仲間と仲良くなったりと、自分の人生に新しい可能性が生まれ

ます。

9 … 問合せ先（事務局・グループ連絡先等）
住所　〒250-0203 神奈川県小田原市曽我岸５３１　　電話　080-5385-0465 （事務局：小野）
Eメール　desk@shoku-midori.or.jp　　法人webサイト　https://www.shoku-midori.or.jp
代表者氏名　鳥居 啓宣　　担当者名 小野 まゆみ

ＮＰＯ法人…小田原食とみどり
神奈川県

小田原市
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1 … 活動の目的
豊かな自然と調和した人の暮らしが紡がれる里地里山を持続的に継承していくために、農山村の最も深刻な課題の一つである獣

害問題の解決に向けた支援を通じて、地域に存在する豊かな「里の恵み（さともん）」をさまざまな人で共に守り、わかちあい、継承す
るネットワークづくりを行うことで、野生動物を含む多様な自然と持続的に共生できる地域社会の創生に寄与することを目的とする。

2 … 活動が始まったきっかけ
獣害対策として耕作放棄地の再生を進めていくため

3 … 会員資格・年会費・会員数
年会費なし　会員数70名

4 … 会員の募集方法・特徴
会員はSNS等で募集

5 … 行政等からの支援の有無
なし

6 … 活動概要
・地域が取り組む獣害対策や里地里山保全活動の支援
・地域の獣害及び里地里山の恵みをわかちあい、交流を深めるためのイベント・ツアー交流施設等の運営に関する事業
・獣害対策関連商品及び里地里山の農林産物の販売に関する事業

7 … 現在、運営・活動で大変に感じること、困っていること、今後の方向性など
耕作放棄地、耕作困難地が増える一方、ボランティアの人数を増やしていくことが必要
地域とボンランティアをつなぐコーディネート人材が必要

8 … 事務局もしくは会員からひとことメッセージ（援農に興味を持っている方へのメッセージ、活動の感想など）
地域では農業だけでなく集落維持にかかわる様々な活動で担い手不足となっています。地域に繰り返し通いながら、沢山ある農村

の魅力を体感し、ともに守っていくことに力を貸してください。

9 … 問合せ先（事務局・グループ連絡先等）
住所　669-2214兵庫県丹波篠山市味間新315　　電話　079-550-9037　　Eメール　info@satomon.jp
法人webサイト　https://satomon.jp/　　代表者　鈴木 克哉

ＮＰＯ法人…里地里山問題研究所
兵庫県

丹波篠山市
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問1　自治体として、援農ボランティアの推進にかかる事業の実施について（平成３０年度の取組みについて）
（自治体数）

① 実施した 23

② 実施しなかった　　（１）～（６）に実施しなかった理由（複数回答）　　 15

（１） 農業者からの要望がなかった 8

（２） 援農参加者（ボランティア参加者）が見込まれなかった 5

（３） 自治体の事業実施体制が整っていなかった（人員・予算など） 9

（４） 援農ボランティアの推進について事業実施のノウハウがなかった 4

（５） 過去に実施したことがあるがうまくいかなかった 2

（６） 要望はあるが受入れに際して農業者にためらいがある 1

③ 未回答 2

問2　実施した事業内容（平成３０年度に実施した内容）
① 受入希望農家を募集した 17

② ボランティアの受入が可能と思われる農業者に受入農家になることを依頼した 8

③ 援農ボランティアを募集した（養成講座等の実施は不問） 21

④ 援農ボランティアは他自治体の住民も応募可能とした 8

⑤ 援農ボランティア受入希望農家名簿を、援農を希望する者が利用（閲覧）できるようにした 1

⑥ 援農ボランティアを育成した（養成講座、実習等を実施） 16

⑦
援農ボランティアと受入希望農家のマッチング（初回顔合わせ等調整）のみを行いマッチング後の援農
受入・参加は当事者にまかせた

13

⑧ 援農ボランティアの名簿を受入希望農家が利用（閲覧）できるようにした 1

⑨

受入希望農家から随時援農（作業）依頼を受け付けて登録している援農ボランティアに連絡し参加可能
な者を派遣した

（例）受入希望農家から日時を指定した援農依頼 FAX・電子メールが届いたら区市町村担当者が登録して
いる援農ボランティアに情報を配信等

8

⑩ 地域で育成・登録した援農ボランティアの活動状況（受入農家数、ボランティア実動人を把握 14

⑪
事業の実施にあたり NPO、JA 等への委託・協定など民間団体を活用した
※（公財）東京都農林水産振興財団の活用は除く

7

⑫
（公財）東京都農林水産振興財団の地域援農ボランティアの養成事業（東京の青空塾）援農ボランティア
養成講座を利用した

8

⑬
援農ボランティアの保険料を負担した
※費用の一部・全部、ボランティアの全員・一部（新規登録者のみ等）は不問

10

⑭
援農ボランティアが使用する農作業用消耗品の配布または費用の助成

（例）農作業用手袋・帽子・地下足袋など
3

⑮ その他・特記事項（事業の特徴）など 2

都内区市町村における援農ボランティア制度の調査3

東京都の区市町村でも農作業を支援する取り組みが広がっており、農作業の支援を行っています。
ここでは、都内40の区市町村に対して行ったアンケートの結果を紹介します。（平成31年3月実施）

（平成３０年度実施）
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問1　自治体として、平成３１年度に援農ボランティアの推進に係る事業を実施する予定について… （自治体数）

① 実施する 25

② 実施しない　　（１）～（６）に実施しない理由（複数回答） 13

（１） 農業者からの要望がなかった 7

（２） 援農参加者（ボランティア参加者）が見込まれなかった 4

（３） 自治体の事業実施体制が整っていなかった（人員・予算など） 6

（４） 援農ボランティアの推進について、事業実施のノウハウがなかった 3

（５） 過去に実施したことがあるが、うまくいかなかった 0

（６）
その他
事業の方針を検討中など

３

③ 未回答 2

問2　実施する予定の事業内容
① 受入希望農家を募集する（前年度からの受入継続も含む） 18

② ボランティアの受入が可能と思われる農業者に受入農家になることを依頼する 8

③ 援農ボランティアを募集する（養成講座等の実施は不問） 24

④ 援農ボランティアは、他自治体の住民も応募可能とする 10

⑤ 援農ボランティア受入希望農家名簿を、援農を希望する者が利用（閲覧）できるようにする 2

⑥ 援農ボランティアを育成する（養成講座、実習等を実施） 18

⑦
援農ボランティアと受入希望農家のマッチング（初回顔合わせ等調整）のみを行いマッチング後の援農
受入・参加は当事者にまかせる

16

⑧ 援農ボランティアの名簿を受入希望農家が利用（閲覧）できるようにする 1

⑨

受入希望農家から随時援農（作業）依頼を受け付けて登録している援農ボランティアに連絡し参加可能
な者を派遣する

（例）区市町村あてに受入希望農家から日時を指定した援農依頼 FAX・電子メールが届いたら区市町村担
当者が登録している援農ボランティアに情報を配信する等

9

⑩ 地域で育成・登録した援農ボランティアの活動状況（受入農家数、ボランティア実動人数）を把握する 14

⑪
事業の実施にあたり NPO 法人または JA 等への委託・協定など民間団体と連携する
※（公財）東京都農林水産振興財団は除く

6

⑫
（公財）東京都農林水産振興財団主催の地域援農ボランティアの養成事業（東京の青空塾）援農ボランティ
ア養成講座を利用する

8

⑬
援農ボランティアの保険料を負担する
※費用の一部・全部、ボランティアの全員・一部（新規登録者のみ等）は不問

12

⑭
援農ボランティアが使用する農作業用消耗品の配布または費用の助成

（例）農作業用手袋・帽子・地下足袋など
3

⑮ その他 3

都内区市町村における援農ボランティア制度の取組計画調査4

東京都の区市町村でも農作業を支援する取り組みが広がっており、農作業の支援を行っています。
ここでは、都内40の区市町村に対して行ったアンケートの結果を紹介します。（平成31年3月実施）

（平成３０年度実施）
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参考/財団事業紹介…地域援農ボランティアとボランティア養成中央研修（東京の青空塾）

農業者の高齢化や後継者不足など、農作業の担い手不
足の問題を抱えた農家を支援するために、多くの都内自
治体が援農ボランティアの育成、紹介などの取り組みを行っ
ています。

募集方法は自治体広報紙・ホームページなどが多く、原
則として、当該地域に在住・在勤の方を対象としています。

※（公財）東京都農林水産振興財団が40区市町村を対象に調査
※平成30年度は調査を実施せず
※ 令和2年度の東京の青空塾参加自治体は10（内2自治体は受講生

を募集せず）

… 東京の青空塾事業のご案内……

東京の青空塾事業とは、農業に関心を持つ都民を対象に、
農作業体験や農家との交流を通して、農業の意義や役割に
ついて理解を深めてもらい、農家と共に、安全で新鮮・良質
な農産物等の生産を担う、東京農業の支え手である「援農
ボランティア」を養成し、認定を行う事業です。

平成8年度から東京都の事業として始まり、平成13年度
からは（公財）東京都農林水産振興財団が自主事業として
実施しています。

同事業に参加している区市町村、ＪＡは、広報紙やホーム
ページ等を通じて援農ボランティア養成講座受講者の募集
を行います。

養成講座には野菜、花き、果樹、植木の4つの専門コース
があり、お住まいの地域の農家で行う農作業実習（10回）
と、（公財）東京都農林水産振興財団で行う中央研修（講義
2回、視察研修1回）があります。原則7割以上出席した受講
者は、「援農ボランティア」として認定されます。

毎年度50～100名程度、これまでに2,400名以上の方
が認定されており、認定後はお住まいの地域で「援農ボラン
ティア」として活躍しています。
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… 長期継続援農ボランティアの表彰……

（公財）東京都農林水産振興財団では、東京の青空塾事業で援農
ボランティアとして認定された方のうち、累計5年以上援農活動を
継続されている方を長期継続援農ボランティアとして表彰しています。

これまで、200名の方が表彰されています。（令和2年度末現在）

中央研修（東京都農林総合研究センタ－ 花き圃場見学）

中央研修（講義「援農に役立つ知識」）

中央研修（東京都農林総合研究センター 果樹圃場見学）

閉講式（援農ボランティア認定証授与）

0

200

400

600

800

2年
度

令元
年度

30
年度

29
年度

28
年度

27
年度

26
年度

25
年度

24
年度

23
年度

22
年度

21
年度

20
年度

19
年度

18
年度

17
年度

16
年度

15
年度

14
年度

13
年度

平成
8～
12
年度

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

援農ボランティア登録人数の推移
（東京の青空塾）

7346564860845577102808586545888
136118

187
116

2,4632,3442,2402,0961,964
1,7821,6111,499

1,275
970

100

752

752



東京農業の支え手育成支援事業
報告書（平成３０年度～令和２年度）

令和３年３月発行

編集・発行
公益財団法人 東京都農林水産振興財団 / 農業振興課

〒１９０－０１８２
東京都立川市富士見町３－８－１
TEL ０４２－５２８－１３５７

印刷
株式会社アトミ

ブルーベリーの収穫

表紙写真

施肥作業

ブドウの摘葉

エダマメの収穫

ナバナ類の収穫

ダイコンの間引き



ボランティアPRジ
ャンパー

スイートコーンの栽培管理

エダマメの栽培管理 ニンジンの収穫

公益財団法人 東京都農林水産振興財団 / 農業振興課
〒１９０－０１８２　東京都立川市富士見町３－８－１

TEL. ０４２－５２８－１３５７

とうきょう広域援農ボランティアについて
詳しく知りたい方はこちら

とうきょう援農ボランティア
https://agrivolunteer-tokyo.jpとうきょう援農ボランティア

石油系溶剤を
含まないインキを
使用しています




